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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
本
当
に
生
徒
会
な
ん
で
す
、
こ
れ
で
も

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
０
６
６
Ｓ

【
作
者
名
】

　
五
円
玉

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
の
底
辺
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
あ
の
生
徒
会

役
員
達
の
お
下
品
的
日
常
が
帰
っ
て
来
た
！
！
基
本
下
ネ
タ
注
意
の
紅
葉
学
園

生
徒
会
に
、
新
た
な
生
徒
会
役
員
参
入
。
果
た
し
て
生
徒
会
長
の
赤
木
は
、
新

役
員
を
生
徒
会
の
変
態
達
か
ら
無
事
に
守
り
抜
く
事
が
出
来
る
の
か
！
？
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（
前
書
き
）

こ
ん
に
ち
は
！

五
円
玉
で
す
！
！

…
…
ま
た
書
い
て
し
ま
っ
た
、
生
徒
会
シ
リ
ー
ズ
。

今
回
は
は
や
く
も
第
３
弾
！
！

相
変
わ
ら
ず
下
ネ
タ
注
意
な
作
品
な
ん
で
、
純
粋
な
良
い
子
は
充
分
注
意
す
る

よ
う
に
！
！
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「
会
長
ぉ
～
！
　
も
し
か
し
て
今
、
糸
引
い
て
る
？
」

「
白
咲
ぃ
ぃ
ぃ
ッ
！
！
」

本
当
に
も
う
白
咲
は
ク
ビ
に
し
よ
う
。

こ
ん
に
ち
は
皆
さ
ん
。

私
立
紅
葉
学
園
生
徒
会
長
の
赤
木
 

正
だ
。

現
在
生
徒
会
室
。



4

あ
れ
か
ら
１
年
が
経
っ
た
。

俺
達
は
高
校
３
年
生
に
。

そ
う
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
。

「
蝋
燭
の
有
効
な
使
い
方
…
…
ふ
ぅ
ん
、
な
る
ほ
ど
で
す
わ
」

「
ア
キ
バ
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
安
売
り
し
て
ん
の
は
…
…
こ
の
店
と
あ
の
店
で
ゲ

ソ
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
情
報
を
調
べ
て
い
く
と
、
な
ん
と
あ
の
バ
ミ
ュ
ー
ダ
諸
島
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
の
関
係
が
！
」

「
赤
ち
ゃ
ん
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
か
言
う
、
甘
っ
ち
ょ
ろ
い
モ
ノ
で
は
産
ま
れ
な

い
わ
。
男
と
女
が
（
ピ
ー
）
し
て
初
め
て
出
来
る
の
よ
」

…
…
我
が
生
徒
会
メ
ン
バ
ー
も
、
皆
机
に
向
か
い
そ
れ
ぞ
れ
勉
強
中
。

何
の
勉
強
し
て
い
る
の
か
は
、
触
れ
な
い
方
が
賢
明
だ
ぞ
。

ち
な
み
に
、
上
か
ら
副
会
長
の
青
森
 

琴
音
。

書
記
の
黄
池
 

太
郎
。

会
計
の
緑
山
 

総
一
郎
。

庶
務
の
白
咲
 

月
乃
。

全
員
３
年
生
だ
。
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そ
し
て
…
…

「
先
輩
達
、
さ
っ
き
か
ら
何
勉
強
し
て
る
ん
で
す
か
…
…
？
」

椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
ジ
ト
目
で
４
バ
カ
を
見
つ
め
て
い
る
こ
の
女
子
生
徒
。

名
前
は
黒
森
 

綾
。

そ
う
、
去
年
の
文
化
祭
の
後
の
生
徒
会
選
挙
で
、
新
た
に
入
っ
て
来
た
新
生
徒

会
役
員
な
の
だ
！

学
年
は
俺
達
よ
り
１
つ
下
の
２
年
生
。

役
職
は
一
応
庶
務
。

白
咲
と
同
じ
。

「
い
い
か
黒
森
、
４
バ
…
…
い
や
、
他
の
先
輩
は
勉
強
中
な
ん
だ
。
だ
か
ら
勉

強
の
内
容
に
触
れ
…
…
い
や
、
話
し
掛
け
な
い
方
が
い
い
」

黒
森
は
至
っ
て
普
通
の
子
だ
。

次
期
生
徒
会
長
を
任
せ
て
も
良
い
く
ら
い
普
通
。

こ
ん
な
変
態
共
と
一
緒
に
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
！

「
は
、
は
あ
…
…
」

頼
む
ぞ
黒
森
。

お
前
ま
で
変
態
の
道
に
目
覚
め
な
い
で
く
れ
よ
。
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「
あ
、
会
長
ス
ラ
マ
ッ
パ
ギ
ー
！
！
」

「
…
…
…
…
」

翌
日
、
廊
下
で
デ
ブ
ヲ
タ
の
黄
池
と
す
れ
違
う
。

朝
か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン
。

「
会
長
？
」

「
…
…
な
ん
だ
黄
池
」

朝
か
ら
汗
臭
い
奴
だ
。

ま
だ
春
だ
ぞ
。

「
生
徒
会
長
が
さ
、
挨
拶
返
さ
な
い
の
っ
て
、
ど
う
な
の
？
」
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「
…
…
は
？
」

お
前
い
つ
挨
拶
し
た
？

そ
し
て
お
前
、
何
制
服
の
下
に
キ
ャ
ラ
も
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
て
る
の
？

汗
で
ワ
イ
シ
ャ
ツ
が
透
け
て
丸
見
え
。

「
だ
か
ら
挨
拶
し
た
じ
ゃ
ん
。
会
長
ス
ラ
マ
ッ
パ
ギ
ー
！
！
」

「
…
…
そ
れ
、
挨
拶
だ
っ
た
の
？
」

っ
て
か
、
ス
ラ
マ
ッ
パ
ギ
っ
て
何
？

「
会
長
ま
さ
か
知
ら
な
い
の
？
　
う
わ
時
代
遅
れ
だ
！
　
ア
キ
バ
で
は
や
っ
て

い
け
な
い
ぞ
！
？
」

「
生
憎
俺
は
秋
葉
原
で
や
っ
て
行
く
気
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
な
い
」

「
え
？
　
何
を
や
っ
て
く
の
？
　
ま
さ
か
６
と
９
的
な
…
…
」

「
白
咲
ぃ
ぃ
ぃ
ッ
！
！
」

っ
て
か
、
い
つ
か
ら
居
た
コ
イ
ツ
！
？

「
ま
ぁ
、
俺
も
二
次
元
の
可
愛
い
子
な
ら
６
と
９
的
な
事
し
て
も
…
…
」

「
黄
池
ぇ
ぇ
ぇ
ッ
！
！
」
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「
い
い
か
い
黒
森
、
ユ
ー
マ
の
目
撃
情
報
を
調
べ
て
み
る
と
、
意
外
と
雪
山
の

方
で
…
…
」

「
は
あ
…
…
」

昼
休
み
、
俺
は
購
買
に
行
く
途
中
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
悪
教
育
を
し
て
い
る
バ
カ

を
発
見
。

排
除
に
挑
む
。

「
雪
男
と
ユ
ー
マ
、
こ
の
関
係
か
ら
し
て
だ
な
…
…
」

「
は
あ
…
…
」

「
あ
、
緑
山
！
！
」

偶
然
を
装
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
接
近
。

「
ん
？
　
あ
、
会
長
」
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「
こ
ん
に
ち
は
会
長
」

黒
森
、
そ
ん
な
こ
ん
に
ち
は
根
岸
み
た
い
な
言
い
方
…
…
じ
ゃ
な
く
て
。

と
に
か
く
緑
山
、
俺
に
気
付
い
た
。

「
お
前
会
計
だ
ろ
？
　
こ
の
後
の
部
活
の
予
算
折
衝
、
行
っ
て
く
れ
る
か
？
」

と
に
か
く
、
こ
の
変
態
を
常
識
人
黒
森
か
ら
引
き
離
す
。

悪
影
響
を
阻
止
す
る
！

「
え
？
　
僕
に
予
算
折
衝
任
せ
る
の
？
」

「
だ
っ
て
お
前
会
計
だ
ろ
？
」

「
じ
ゃ
あ
、
部
活
予
算
全
部
オ
カ
ル
ト
研
究
会
に
回
す
け
ど
、
い
い
？
」

「
…
…
…
…
」

あ
ー
…
…
ま
さ
か
の
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
。

こ
う
来
る
と
は
。

「
緑
山
、
お
前
は
生
徒
会
だ
ろ
。
こ
の
学
園
の
生
徒
全
員
の
事
を
考
え
て
…
…
」

「
じ
ゃ
あ
会
長
が
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
」

「
お
前
、
今
年
の
オ
カ
ル
ト
研
究
会
、
部
費
削
減
す
ん
ぞ
」
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ち
な
み
に
部
員
は
緑
山
足
し
て
３
人
。

廃
部
ス
レ
ス
レ
。

「
…
…
黒
森
、
こ
の
会
長
ヒ
ド
イ
と
思
わ
な
い
か
？

「
え
っ
！
？
」

「
コ
ラ
緑
山
、
黒
森
に
振
ら
な
い
」

全
く
…
…

仕
方
な
い
、
作
戦
変
更
。

「
分
か
っ
た
。
予
算
折
衝
は
俺
が
行
く
。
黒
森
、
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
か
？
」

「
あ
、
は
い
」

最
初
か
ら
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
で
は
…
…

「
会
長
は
ヒ
ト
の
皮
を
被
っ
た
チ
ュ
パ
カ
ブ
ラ
だ
。
黒
森
、
捕
食
さ
れ
な
い
よ

う
気
を
付
け
ろ
よ
」

「
そ
う
な
ん
で
す
か
、
会
長
？
」

「
…
…
信
じ
る
な
よ
、
あ
ん
な
事
」

そ
し
て
何
故
俺
の
半
径
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
離
れ
る
ん
だ
？

Ｎ
Ｏ
チ
ュ
パ
カ
ブ
ラ
。
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そ
し
て
部
活
の
予
算
折
衝
。

生
徒
会
室
に
各
部
活
の
会
計
係
を
集
め
、
１
部
活
ず
つ
折
衝
開
始
。

「
は
い
次
野
球
部
。
え
っ
と
、
グ
ロ
ー
ブ
と
バ
ッ
ト
と
…
…
」

「
じ
ゃ
あ
手
芸
部
。
裁
縫
の
セ
ッ
ト
と
エ
プ
ロ
ン
と
…
…
」

黒
森
は
運
動
部
、
俺
は
文
化
部
を
担
当
。

そ
し
て
…
…

「
じ
ゃ
あ
次
、
茶
道
部
」

「
は
い
」

そ
し
て
茶
道
部
会
計
報
告
書
を
持
っ
て
現
れ
た
の
は
。

「
あ
れ
、
青
森
茶
道
部
だ
っ
た
の
？
」
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「
そ
う
で
す
わ
」

そ
こ
に
い
た
の
は
青
森
。

茶
道
部
だ
っ
た
ん
だ
。

「
だ
か
ら
お
前
、
折
衝
に
は
来
れ
な
い
っ
て
昨
日
…
…
」

「
そ
の
通
り
。
会
長
、
と
り
あ
え
ず
報
告
書
の
確
認
を
…
…
」

「
あ
、
あ
あ
」

い
か
ん
、
折
衝
折
衝
。

俺
は
青
森
か
ら
茶
道
部
の
会
計
報
告
書
を
受
け
取
る
。

な
に
な
に
？

必
要
な
備
品
…
…

茶
碗

茶
葉
（
抹
茶
用
）

文
化
祭
で
出
す
和
菓
子

蝋
燭
（
そ
ん
な
に
熱
く
な
い
や
つ
）

鞭
ソ
フ
ト
な

縄
（
太
め
の
）

縄
の
キ
レ
イ
な
結
び
方
（
参
考
書
）

チ
ェ
ー
ン

ロ
ー
ｔ

「
ち
ょ
っ
と
待
て
ぇ
ぇ
ぇ
ッ
！
！
」
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思
わ
ず
絶
叫
。

「
何
で
す
の
会
長
？
」

澄
ま
し
顔
の
青
森
。

何
だ
コ
イ
ツ
。

「
お
前
何
！
？
　
こ
れ
茶
道
部
関
係
な
い
よ
ね
！
？
」

特
に
上
か
ら
４
番
目
以
下
。

「
何
を
言
っ
て
…
…
こ
れ
は
茶
道
部
員
の
仲
を
良
く
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ

的
な
…
…
」

「
茶
道
部
日
頃
何
し
て
ん
の
！
？
」

現
在
茶
道
部
員
は
青
森
含
め
１
２
人
。

ほ
と
ん
ど
が
女
子
。

「
何
っ
て
…
…
ム
フ
フ
な
事
で
す
わ
」

「
あ
、
言
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
こ
の
人
！
」

じ
ゃ
あ
茶
道
は
？

何
？
　
や
っ
て
な
い
の
？

「
と
に
か
く
、
こ
れ
で
全
部
で
す
わ
。
予
算
は
…
…
」

「
茶
碗
、
茶
葉
、
和
菓
子
代
だ
け
な
」
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今
度
茶
道
部
に
は
視
察
に
行
か
な
い
と
。

茶
道
や
っ
て
ん
の
か
見
に
行
か
な
い
と
。

「
会
長
、
ま
さ
か
ム
フ
フ
が
見
た
く
て
茶
道
部
に
？
」

「
…
…
い
や
、
茶
道
部
廃
部
計
画
実
行
の
た
め
だ
」

そ
し
て
何
気
に
読
心
術
を
青
森
は
身
に
付
け
て
い
た
。

「
あ
、
会
長
が
黒
森
さ
ん
を
売
春
し
て
る
」

「
白
咲
、
ま
た
お
前
か
ぁ
ぁ
ぁ
ッ
！
！
」

現
在
予
算
折
衝
が
終
わ
り
、
職
員
室
の
生
徒
会
担
当
教
師
に
折
衝
報
告
へ
行
く
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途
中
。

ち
な
み
に
今
年
は
茶
道
部
、
オ
カ
ル
ト
研
究
会
、
ア
ニ
メ
愛
好
会
の
３
つ
の
部

活
で
部
費
削
減
に
成
功
。

部
活
も
い
い
が
、
生
徒
会
の
仕
事
も
や
れ
。

そ
し
て
、
今
は
黒
森
と
共
に
職
員
室
へ
行
く
途
中
、
下
ネ
タ
女
王
と
遭
遇
し
て

し
ま
っ
た
。

「
黒
森
さ
ん
、
会
長
は
飢
え
た
オ
ス
だ
か
ら
、
近
づ
く
と
初
め
て
を
持
っ
て
か

れ
る
わ
よ
？
」

「
え
、
う
そ
っ
！
？
」

「
白
咲
、
お
前
本
当
に
ク
ビ
な
。
明
日
か
ら
生
徒
会
室
来
ん
な
よ
？
」

庶
務
は
黒
森
で
充
分
。

「
か
、
会
長
ま
さ
か
…
…
」

「
そ
し
て
信
じ
る
な
よ
黒
森
」

チ
ュ
パ
カ
ブ
ラ
の
件
と
言
い
、
黒
森
は
純
粋
だ
。

つ
ま
り
、
変
態
に
染
ま
り
や
す
い
。

い
か
ん
ッ
！
！
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「
と
に
か
く
、
俺
達
は
先
生
に
予
算
折
衝
の
報
告
に
行
く
か
ら
。
白
咲
、
ガ
チ

で
明
日
か
ら
生
徒
会
来
な
く
て
い
い
か
ら
」

「
ま
ぁ
会
長
、
そ
ん
な
…
…
先
生
に
ま
で
手
を
…
…
」

本
当
に
殴
っ
て
や
ろ
う
か
こ
の
エ
ロ
野
郎
…
…

「
会
長
…
…
不
潔
で
す
…
…
」

「
お
ー
い
黒
森
、
お
前
は
俺
よ
り
も
っ
と
不
潔
な
白
咲
を
信
じ
る
の
か
？
」

「
や
だ
会
長
、
不
潔
と
か
汗
臭
い
と
か
は
ア
ウ
ト
。
ち
ゃ
ん
と
ヤ
ル
前
に
は
シ

ャ
ワ
ー
浴
び
な
く
ち
ゃ
」

「
な
、
黒
森
。
コ
イ
ツ
の
方
が
不
潔
だ
ろ
？
」

「
…
…
あ
の
、
白
咲
先
輩
。
ヤ
ル
前
っ
て
、
何
の
事
で
す
か
？
」

「
あ
あ
、
こ
の
子
は
純
粋
な
ん
だ
っ
け
ぇ
！
」

忘
れ
て
た
。

「
そ
れ
は
ね
、
男
が
女
を
押
し
倒
し
て
…
…
」

「
白
咲
ぃ
ぃ
ぃ
ッ
！
！
」

そ
し
て
黒
森
ぃ
ぃ
ぃ
ッ
！
！

お
前
さ
っ
き
先
生
に
ま
で
手
を
…
…
で
引
い
て
た
よ
な
！
？
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随
分
都
合
の
良
い
純
粋
だ
。

「
…
…
と
に
か
く
、
会
長
は
自
家
発
電
に
関
し
て
は
プ
ロ
だ
か
ら
、
色
々
と
聞

く
と
い
い
わ
！
」

「
自
家
発
電
…
…
」

「
ヤ
バ
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
黒
森
ま
で
も
が
下
ネ
タ
に
走
り
出
す
！
！
」

ア
カ
ン
ッ
！
！

次
期
生
徒
会
長
候
補
が
残
念
に
な
る
ッ
！
！

「
何
し
ろ
会
長
は
…
…
ま
だ
チ
ェ
リ
ー
ボ
ー
イ
だ
し
ね
！
！
」

「
し
、
白
咲
ぃ
ぃ
ぃ
テ
メ
ェ
ッ
！
！
」

「
あ
、
会
長
が
壊
れ
た
」
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「
…
…
は
ぁ
、
も
う
嫌
だ
」

結
局
、
何
故
か
黒
森
に
は
嫌
わ
れ
て
し
ま
い
…
…

白
咲
は
黒
森
を
洗
脳
し
、
エ
ロ
庶
務
２
号
を
造
り
出
し
て
し
ま
っ
た
し
…
…

黄
池
は
ス
ラ
マ
ッ
パ
ギ
ー
だ
の
、
語
尾
に
ゲ
ソ
だ
の
、
何
か
酷
く
な
っ
た
し
…
…

緑
山
は
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
視
察
だ
か
で
、
何
か
突
然
行
方
不
明

に
な
っ
て
…
…

こ
の
前
茶
道
部
か
ら
、
な
ん
か
喘
ぎ
声
が
聞
こ
え
…
…

も
う
…
…
俺
、
生
徒
会
長
や
っ
て
い
け
な
い
よ
…
…

は
や
く
引
き
継
ぎ
し
た
い
…
…

「
会
長
、
そ
ん
な
に
悩
ま
な
い
で
」

「
白
咲
…
…
」

「
は
い
、
会
長
の
元
気
が
戻
る
よ
う
に
、
私
が
選
ん
だ
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

あ
げ
る
！
！
」
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「
な
っ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
？
　
な
ん
か
す
ま
な
…
…
」

ヴ
ィ
ィ
ィ
ン
ッ
！
！

「
男
の
子
は
、
ア
ス
タ
リ
ス
ク
に
突
っ
込
ん
で
使
用
…
…
」

「
白
咲
ぃ
ぃ
ぃ
ッ
！
！
」
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（
後
書
き
）

青
森
と
黒
森
、
森
っ
て
字
が
被
っ
て
い
る
事
に
気
付
い
た
の
が
、
ま
さ
か
の
最

後
の
辺
り
を
書
い
て
る
時
で
…
…

何
か
や
や
こ
し
く
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
に
か
く
、
ど
っ
か
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
苦
情
殺
到
の
生
徒
会
シ
リ
ー
ズ
も
、
も
う

３
回
目
。

会
長
達
も
３
年
生
に
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
生
徒
会
も
引
退
か
っ
！
？

も
し
、
万
が
一
ま
た
生
徒
会
シ
リ
ー
ズ
を
書
く
時
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
恐
ら

く
そ
れ
が
生
徒
会
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。

多
分
だ
け
ど
。

で
は
ま
た
い
つ
か
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

本当に生徒会なんです、これでも
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